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2013年４月11 日ミリオンダラーホールにて、小規模な水蒸気爆発が発生した。その約１ヶ月半後の

５月23～24日に、現地調査をおこなった。 

現地では、2013年２月17から18日に発生したと推定される水蒸気爆発の３孔(Ａ，Ｃ，Ｅ；気象庁資

料「硫黄島の火山活動開設資料(平成25年４月)」)のうち、Ｅ孔が消滅し、ＡとＣの２孔となっていた。

Ｃ孔は３月７日の調査（防災科研）では深さ４ｍ程度の陥没であったが、今回の調査では深さ17ｍであ

った（図1）。また、３月７日の同調査では３孔のうちＥ孔底部および側壁には熱活動が確認できたが、

今回の調査では２孔とも熱活動は認められなかった（写真1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ミリオンダラーホール噴出孔付近の簡易測量結果（左;３月７日、右;５月 23 日 
Fig.1 Survey result around Million dollar hole.(Left;March 7,2013  Right; May 23,2013) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 噴出孔(Ａ，Ｃ)(2013年５月 23日撮影) 

Photo.１ The picture of  Million dollar hole（A and C）. 
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